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    《なかよく・かしこく・たくましく》 
 

令和３年１１月１日（月）no.２８   文責：上田 

  SNS 利用によるトラブルの防止を 

 １０月２９日(金)、学校より「児童のSNS等の利用によるネットトラブルの防止について」の

文書を配布しました。お読みいただけましたか?「児童の心身の健やかな成長を危惧する社

会問題」「保護者の管理のもと、家族で児童の SNS 等の利用についてのルールを決める

など、公正で適切な対応」といった内容の文書に少々驚かれたかもしれません。 

ネットトラブルとして例示した事例には 〇SNS への投稿内容による個人の特定 〇悪ふ

ざけなどの不適切な投稿 〇なりすまし投稿による誹謗中傷 などがあります。ネット動画を

見ているという子も多く、自分でも『投稿』したいと考えるのは必然かもしれません。誰もが

ユーチューバー化しているようです。しかし、個人情報の漏洩、不適切な投稿、誹謗中傷は

あってはなりません。 

さて、子ども達はどのような投稿を見ているのでしょうか。携帯に限らずゲーム機など様々

なものがネットに接続できる環境にあります。子ども達がどのような投稿に興味を持ってい

るのか、家族でも分からないかと思います。「バズる」などの言葉が日常でも使われ浸透し

ているように、ネット上の口コミなどで注目を集め拡散されることで共感を得たり、バズった

ことをきっかけに交友関係が広がり、「いいね」やフォロワーの数が増えたりもするそうです。

もちろん、人をあざ笑うような動画は肯定できませんが、子ども達の中では注目を集め「す

げーっ」「やべーっ」という類の動画も少なくないようです。私たち大人もネットとの付き合い

方を子ども達と考えなくてはなりません。 

学校では、情報教育を通じて「情報社会でのルールやマナーを守り、情報を正しく安全に

使おうとする態度の育成」に取り 

組んでいますが、発信者としての 

情報モラルに関する指導につい 

ては、各家庭のネット環境も様々 

で、実態をつかみ切れていないと 

いうのが正直なところです。学校 

HP『ネット啓発資料』などを参考 

に、注意喚起をお願いします。裏 

面に「動画投稿の危険性につい 

て」を添付しています。 
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４年生の道徳コーナー。学

習の足跡がよく分かりま

す。 



 


